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集隠岐の島町の５年隠岐の島町の５年

一夜嶽牛突き大会にて （ごか保育園児）

　10 月　１３日　　※９ページに関連記事

しごとの現場　 島の水産資源を育むしごとの現場　 島の水産資源を育む



2

特
集隠

岐
の
島
町
の

5
年

平
成
16
年
10
月
�
日
�

西
郷
町
�
布
施
村
�
五
箇
村
�
都
万

村
�
�
�
町
村
�
�
�
�
�
�
�
隠
岐
�
島

町
�
誕
生
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
年
�
�
�
�
�
�
�
新
�

�
展
開
�
迎
�
�
�
�
�
�

今
回
�
特
集
�
�
�
�
�
年
間
�
振
�

返
�
�
新
�
�
�
�
�
�
�
�
必
要
�
�

�
�
何
�
�
探
�
�
�
�

平
成
18
年

１
月
20
日

隠
岐
境
港
間
に
鬼
太
郎
フ
ェ
リ
ー
就
航

１
〜
３
月

町
内
で
火
災
が
多
発
。
前
年
比
６
割
増
の
16
件

７
月
６
日

新
隠
岐
空
港
開
港
。
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
就
航
可

能
な
二
千
ｍ
滑
走
路
を
備
え
る
。
７
・
８
月
の
期

間
限
定
で
ジ
ェ
ッ
ト
便
就
航

７
月

隠
岐
古
典
相
撲
が
５
年
ぶ
り
に
開
催
。
新
隠
岐
空

港
開
港
を
記
念
し
て
通
算
12
回
目

10
月

コ
ウ
ノ
ト
リ
「
隠
岐
の
島
幸
（
さ
ち
）」
飛
来
一

周
年
を
記
念
し
、
特
別
住
民
票
が
交
付
さ
れ
る

11
月

隠
岐
汽
船
の
経
営
悪
化
が
深
刻
に
。
県
が
フ
ェ

リ
ー
お
き
を
買
い
取
り
支
援

平
成
19
年

２
月
25
日

隠
岐
国
分
寺
が
焼
失
。
蓮
華
会
舞
面
な
ど
も
焼
失

４
月
４
日

高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
退
役

４
月
９
日

磯
小
学
校
開
校
。
下
西
、
加
茂
、
今
津
の
３
校
が

統
合

７
月
22
日

新
武
良
道
路
開
通
。
中
村
原
田
間
が
二
車
線
に

８
月
31
日

豪
雨
災
害
発
生
。
時
間
雨
量
１
３
１
ミ
リ
を
記
録
、

住
宅
10
棟
全
半
壊
、
３
５
０
棟
以
上
が
浸
水
被
害

10
月
15
日

第
13
回
隠
岐
古
典
相
撲
開
催
。
水
産
高
校
創
立
百

周
年
記
念

10
月
７
日

米
�
�
株
価
史
上
最
高
値
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平
成
20
年

２
月

韓
国
製
ポ
リ
容
器
県
内
沿
岸
に
約
二
千
五
百
個
漂

着
。
隠
岐
の
島
町
に
も
二
百
個
余
り
が
漂
着
す
る

３
月
29
日

加
茂
・
今
津
・
有
木
保
育
所
閉
所

４
月
21
日

隠
岐
国
分
寺
蓮
華
会
舞
が
復
活
。
国
分
寺
火
災
か

ら
２
年
ぶ
り

４
月

都
万
診
療
所
の
常
勤
医
師
が
不
在
に
。
10
月
に
常

勤
医
師
を
確
保
。
隠
岐
病
院
で
も
精
神
科
医
師
派

遣
継
続
問
題

５
月

松
�
�
虫
防
除
農
薬
空
中
散
布
�
�
�
健
康
被
害
�

県
内
発
生

５
月
21
日

裁
判
員
制
度
開
始

６
月
28
日

飯
田
の
油
槽
所
で
異
種
油
が
混
入
す
る
事
故
が
発

生
。
給
油
し
た
約
千
台
の
車
両
に
被
害

７
月
１
日

隠
岐
汽
船
運
賃
８
〜
10
％
値
上
げ
（
10
月
に
７
．

３
％
再
値
上
げ
）

７
月

関
西
方
面
か
ら
の
修
学
旅
行
受
入
開
始
。
約

千
二
百
人
が
来
島

８
月

北
京
�
�
�
�
�
�
開
催

９
月

隠
岐
の
島
町
総
合
振
興
計
画
策
定

９
月
15
日

�
�
�
�
�
�
�
�
�
金
融
危
機
�
世
界
同
時
不

況
�

10
月
１
日

西
郷
測
候
所
が
無
人
化

10
月
８
日

県
の
水
産
練
習
船
わ
か
し
ま
ね
が
境
水
道
沖
で
沈

没
。
乗
船
中
の
水
産
高
校
生
徒
に
け
が
等
な
し

10
月
21
日

高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
Ⅱ
が
、
国
の
特
別
整
備
に
よ

り
使
用
期
間
を
平
成
25
年
度
ま
で
延
長

10
月
23
日

大
相
撲
隠
岐
の
島
町
場
所
開
催

10
月
31
日

隠
岐
の
島
町
長
選
挙
で
松
田
和
久
町
長
が
再
選

11
月
12
日

西
郷
局
で
地
デ
ジ
放
送
開
始
。
12
月
か
ら
中
村
局
も

平
成
21
年

１
月

隠
岐
の
島
町
東
京
会
設
立

２
月
３
日

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
新
設
の
覚
書
調
印

２
月

町
出
身
力
士
「
福
岡
」
が
十
両
昇
進
。
51
年
ぶ
り

の
隠
岐
出
身
の
関
取
に
。
し
こ
名
は
「
隠
岐
の
海
」

４
月
19
日

隠
岐
の
島
町
議
会
議
員
選
挙
。
議
員
定
数
22
か
ら

16
名
に
減

８
月
１
日

隠
岐
汽
船
運
賃
平
均
８
．９
％
値
下
げ（
８
月
に
６
．

３
％
再
値
下
げ
）

４
月

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
メ
キ
シ
コ
で
発
生

４
月
12
日

N
H
K
の
ど
自
慢
in
隠
岐
の
島
町
開
催

５
月
23
日

新
隠
岐
病
院
基
本
設
計
決
ま
る
。
平
成
24
年
春
開

院
予
定

６
月
15
日

隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
設
立
。
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
登
録
を
目
指
す

７
月
13
日

西
郷
浄
化
セ
ン
タ
ー
通
水
式
。
４
月
か
ら
一
部
供
用

８
月
14
日

西
郷
湾
で
大
花
火
大
会
。
三
千
五
百
発
打
ち
上
げ

10
月

隠
岐
の
島
町
発
足
五
周
年
。
名
誉
町
民
７
名
と
町

の
花
「
隠
岐
し
ゃ
く
な
げ
」、
町
の
木
「
杉
」
を

発
表

10
月
28
日

隠
岐
地
域
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
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合
併
５
年
の
あ
ゆ
み

平
成
16
年

10
月
１
日

隠
岐
の
島
町
発
足

11
月
１
日

初
代
隠
岐
の
島
町
長
に
松
田
和
久
町
長
が
就
任

平
成
17
年

１
月
16
日

隠
岐
の
島
町
発
足
記
念
式
典
開
催

３
月
10
日

島
根
県
議
会
で
竹
島
の
日
条
例
が
可
決

４
月

重
要
文
化
財
佐
々
木
家
住
宅
再
開
館
。
３
年
に
及

ぶ
解
体
保
存
修
理
工
事
が
完
了

４
月

常
駐
医
師
引
揚
に
よ
る
隠
岐
病
院
産
婦
人
科
医
不

足
問
題

４
月
17
日

合
併
後
初
の
隠
岐
の
島
町
議
会
議
員
選
挙
。
22
名

の
議
員
が
選
出
さ
れ
る

５
月
15
日

高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
が
鯨
と
衝
突
し
長
期
欠
航
。

６
月
に
も
レ
イ
ン
ボ
ー
Ⅱ
が
衝
突
す
る

10
月
１
日

隠
岐
の
島
町
発
足
一
周
年
記
念
式
典
開
催
。
町
章

発
表
。
五
カ
年
計
画
の
隠
岐
の
島
町
行
財
政
改
革

大
綱
策
定

10
月
23
日

第
１
回
隠
岐
の
島
町
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
開
催

11
月

高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
が
加
賀
港
に
別
れ

平
成
18
年

１
月
20
日

隠
岐
境
港
間
に
鬼
太
郎
フ
ェ
リ
ー
就
航

１
〜
３
月

町
内
で
火
災
が
多
発
。
前
年
比
６
割
増
の
16
件

７
月
６
日

新
隠
岐
空
港
開
港
。
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
就
航
可

能
な
二
千
ｍ
滑
走
路
を
備
え
る
。
７
・
８
月
の
期

間
限
定
で
ジ
ェ
ッ
ト
便
就
航

７
月

隠
岐
古
典
相
撲
が
５
年
ぶ
り
に
開
催
。
新
隠
岐
空

港
開
港
を
記
念
し
て
通
算
12
回
目

10
月

コ
ウ
ノ
ト
リ
「
隠
岐
の
島
幸
（
さ
ち
）」
飛
来
一

周
年
を
記
念
し
、
特
別
住
民
票
が
交
付
さ
れ
る

11
月

隠
岐
汽
船
の
経
営
悪
化
が
深
刻
に
。
県
が
フ
ェ

リ
ー
お
き
を
買
い
取
り
支
援

平
成
19
年

２
月
25
日

隠
岐
国
分
寺
が
焼
失
。
蓮
華
会
舞
面
な
ど
も
焼
失

４
月
４
日

高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
退
役

４
月
９
日

磯
小
学
校
開
校
。
下
西
、
加
茂
、
今
津
の
３
校
が

統
合

７
月
22
日

新
武
良
道
路
開
通
。
中
村
原
田
間
が
二
車
線
に

８
月
31
日

豪
雨
災
害
発
生
。
時
間
雨
量
１
３
１
ミ
リ
を
記
録
、

住
宅
10
棟
全
半
壊
、
３
５
０
棟
以
上
が
浸
水
被
害

10
月
15
日

第
13
回
隠
岐
古
典
相
撲
開
催
。
水
産
高
校
創
立
百

周
年
記
念

10
月
７
日

米
�
�
株
価
史
上
最
高
値
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平
成
20
年

２
月

韓
国
製
ポ
リ
容
器
県
内
沿
岸
に
約
二
千
五
百
個
漂

着
。
隠
岐
の
島
町
に
も
二
百
個
余
り
が
漂
着
す
る

３
月
29
日

加
茂
・
今
津
・
有
木
保
育
所
閉
所

４
月
21
日

隠
岐
国
分
寺
蓮
華
会
舞
が
復
活
。
国
分
寺
火
災
か

ら
２
年
ぶ
り

４
月

都
万
診
療
所
の
常
勤
医
師
が
不
在
に
。
10
月
に
常

勤
医
師
を
確
保
。
隠
岐
病
院
で
も
精
神
科
医
師
派

遣
継
続
問
題

５
月

松
�
�
虫
防
除
農
薬
空
中
散
布
�
�
�
健
康
被
害
�

県
内
発
生

５
月
21
日

裁
判
員
制
度
開
始

６
月
28
日

飯
田
の
油
槽
所
で
異
種
油
が
混
入
す
る
事
故
が
発

生
。
給
油
し
た
約
千
台
の
車
両
に
被
害

７
月
１
日

隠
岐
汽
船
運
賃
８
〜
10
％
値
上
げ
（
10
月
に
７
．

３
％
再
値
上
げ
）

７
月

関
西
方
面
か
ら
の
修
学
旅
行
受
入
開
始
。
約

千
二
百
人
が
来
島

８
月

北
京
�
�
�
�
�
�
開
催

９
月

隠
岐
の
島
町
総
合
振
興
計
画
策
定

９
月
15
日

�
�
�
�
�
�
�
�
�
金
融
危
機
�
世
界
同
時
不

況
�

10
月
１
日

西
郷
測
候
所
が
無
人
化

10
月
８
日

県
の
水
産
練
習
船
わ
か
し
ま
ね
が
境
水
道
沖
で
沈

没
。
乗
船
中
の
水
産
高
校
生
徒
に
け
が
等
な
し

10
月
21
日

高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
Ⅱ
が
、
国
の
特
別
整
備
に
よ

り
使
用
期
間
を
平
成
25
年
度
ま
で
延
長

10
月
23
日

大
相
撲
隠
岐
の
島
町
場
所
開
催

10
月
31
日

隠
岐
の
島
町
長
選
挙
で
松
田
和
久
町
長
が
再
選

11
月
12
日

西
郷
局
で
地
デ
ジ
放
送
開
始
。
12
月
か
ら
中
村
局
も

平
成
21
年

１
月

隠
岐
の
島
町
東
京
会
設
立

２
月
３
日

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
新
設
の
覚
書
調
印

２
月

町
出
身
力
士
「
福
岡
」
が
十
両
昇
進
。
51
年
ぶ
り

の
隠
岐
出
身
の
関
取
に
。
し
こ
名
は
「
隠
岐
の
海
」

４
月
19
日

隠
岐
の
島
町
議
会
議
員
選
挙
。
議
員
定
数
22
か
ら

16
名
に
減

８
月
１
日

隠
岐
汽
船
運
賃
平
均
８
．９
％
値
下
げ（
８
月
に
６
．

３
％
再
値
下
げ
）

４
月

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
メ
キ
シ
コ
で
発
生

４
月
12
日

N
H
K
の
ど
自
慢
in
隠
岐
の
島
町
開
催

５
月
23
日

新
隠
岐
病
院
基
本
設
計
決
ま
る
。
平
成
24
年
春
開

院
予
定

６
月
15
日

隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
設
立
。
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
登
録
を
目
指
す

７
月
13
日

西
郷
浄
化
セ
ン
タ
ー
通
水
式
。
４
月
か
ら
一
部
供
用

８
月
14
日

西
郷
湾
で
大
花
火
大
会
。
三
千
五
百
発
打
ち
上
げ

10
月

隠
岐
の
島
町
発
足
五
周
年
。
名
誉
町
民
７
名
と
町

の
花
「
隠
岐
し
ゃ
く
な
げ
」、
町
の
木
「
杉
」
を

発
表

10
月
28
日

隠
岐
地
域
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
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名
誉
町
民

隠
岐
�
島
町
�
�
�
本
町
�
縁
故
�
深

�
方
�
�
公
共
福
祉
�
推
進
�
文
化
�
進

展
�
寄
与
�
�
�
�
功
績
�
絶
大
�
町
民

�
尊
敬
�
集
�
�
方
�
対
�
�
�
�
功
績

�
�
�
�
�
�
�
�
隠
岐
�
島
町
名
誉
町

民
�
称
号
�
贈
�
顕
彰
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
度
�
旧
町
村
時
代
�
選
定
�
顕
彰

�
�
�
�
�
�
�
�
�
名
�
方
�
�
�
新

�
�
�
教
王
護
国
寺
長
者
砂
原
秀
遍
氏
�

隠
岐
�
島
町
名
誉
町
民
�
称
号
�
授
与
�

�
�
�
�
�

大
正
15
年
白
金
属
元
素
論
文
で
東
北
帝
国
大

学
理
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る
。
東
京
工
業
大

学
教
授
、
同
大
学
名
誉
教
授
を
歴
任
。
帰
郷
後

は
永
海
賞
の
設
置
、
道
徳
・
勉
学
講
演
な
ど
青

少
年
育
成
に
貢
献
さ
れ
た
。
昭
和
43
年
勲
三
等

旭
日
中
綬
章
受
章
。
昭
和
53
年
１
月
逝
去
。

永
ながみさいちろう

海佐一郎 氏
明治 22 年 3 月
現隠岐の島町
中町出身

昭
和
５
年
か
ら
昭
和
21
年
ま
で
中
条
村
長
。

ま
た
、
昭
和
５
年
か
ら
昭
和
17
年
の
間
は
島
根

県
議
会
議
員
。
昭
和
29
年
に
は
初
代
西
郷
町
長

に
就
任
。
12
年
８
ヶ
月
に
わ
た
り
町
の
発
展
と

住
民
福
祉
に
多
大
な
功
績
を
お
さ
め
ら
れ
た
。

昭
和
42
年
１
月
逝
去
。

昭
和
42
年
北
海
道
教
育
大
学
学
長
、
昭
和
50

年
国
際
基
督
教
大
学
学
長
、
昭
和
61
年
大
妻
女

子
大
学
学
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
。
昭
和
51
年

紫
綬
褒
章
、
昭
和
57
年
勲
二
等
瑞
宝
章
受
章
。

平
成
21
年
４
月
逝
去
。

若
わかばやしみちてる

林通照 氏
明治 27 年 10 月
現隠岐の島町
原田出身

中
なかがわひでやす

川秀恭 氏
明治 41 年 1 月
現隠岐の島町
西町出身

昭
和
28
年
東
京
地
方
検
察
庁
の
検
事
に
任

官
、
昭
和
57
年
最
高
検
察
庁
検
事
、
昭
和
63

年
東
京
高
等
検
察
庁
検
事
長
な
ど
を
歴
任
。

平
成
２
年
最
高
検
察
庁
検
事
総
長
に
就
任
さ

れ
た
。

昭
和
26
年
か
ら
32
年
ま
で
五
箇
村
議
会
議
員
、

同
32
年
か
ら
３
期
12
年
間
に
わ
た
り
五
箇
村
長
。

現
隠
岐
郷
土
館
開
館
、
村
上
家
隠
岐
し
ゃ
く
な

げ
園
開
設
に
尽
力
し
、
観
光
資
源
の
開
発
と
文

化
遺
産
の
保
存
に
寄
与
さ
れ
た
。
平
成
７
年
12

月
逝
去
。

筧
かけい

　栄
えいいち

一 氏
昭和 2年 5月
現隠岐の島町
西村出身

村
むらかみやつか

上八束 氏
明治 44 年 10 月
現隠岐の島町
郡出身

昭
和
25
年
ダ
イ
ニ
ッ
カ
㈱
設
立
。
昭
和
45
年「
隠

岐
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
」
を
開
業
し
、
観
光
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
。
開
設
さ
れ
た
柔
道
塾
「
講
道
学
舎
」

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
３
名
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
を
輩

出
し
た
。
昭
和
40
年
に
紺
綬
褒
章
、
平
成
７
年
勲

四
等
瑞
宝
章
受
章
。
平
成
19
年
３
月
逝
去
。

昭
和
32
年
真
言
宗
総
本
山
教
王
護
国
寺（
東
寺
）

に
入
寺
。
同
寺
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
尽
力
。

平
成
16
年
同
寺
第
２
５
６
世
長
者
に
就
任
。
全

国
屈
指
の
進
学
校
洛
南
高
校
の
発
足
に
寄
与
。
関

西
郷
土
人
会
の
発
展
と
隠
岐
島
の
観
光
振
興
に

も
貢
献
さ
れ
た
。

横
よこじ は る お

地治男 氏
明治 45 年 3 月
現隠岐の島町
平出身

砂
すなはらしゅうへん

原秀遍 氏
大正 14 年 5 月
現隠岐の島町
中村出身

町
�
花
�
町
�
木
制
定

合
併
五
周
年
�
記
念
�
�
�
未
制
定
�

�
�
�
�
�
町
�
花
木
�
町
内
�
募
集
�
�

結
果
�
�
�
�
通
�
学
生
�
�
�
通
�
一
般

31
通
�
�
応
募
�
�
�
�
�
�
�
�
�

応
募
作
�
選
定
部
会
�
協
議
�
�
結

果
�
全
会
一
致
�
下
記
�
花
木
�
制
定
�

�
�
�
�
�

選定理由

オキシャクナゲはツツジ
科に属しホンシャクナゲの
品種で、葉が小さく可

かれん

憐な薄
いピンクの花を咲かせる固
有種の花木である。隠岐の花
の女王と呼ばれ、本格的な春
の到

とうらい

来を告げる花として多
くの島民に親しまれ、本町を
代表する花にふさわしい。

町
�
花�

隠
岐
�
�
�
�
�

選定理由

ス ギ は ヒ ノ キ 科 の
常
じょうりょくこうぼく

緑高木で、本町には「八百
杉」「かぶら杉」「乳房杉」な
どの巨木や布施地区の天然杉
の群
ぐんせい

生地がある。長い歳月の
風雪に耐えて微

びどう

動だにせず、
天に向かってそそり立つ堂々
とした樹姿の風

ふうかく

格は、本町を
代表する樹木にふさわしい。

町
�
木�

杉
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観光新

エコツーリズム

町が持つ自然・生活文化などの資源を活かした、
体験型の新しい観光が注目を集めています。
隠岐地域が日本ジオパークに認定され、ジオツ

アーとしての発展も期待されています。

修学旅行

体験型修学旅行が
人気です。住民の家
に直接泊まる「民泊」
やマリンスポーツが
メニューにあります。

八尾川めぐり

歴史、生活、景
観を活かした八尾
川から西郷湾周辺
を周遊する観光船
が就航予定です。
ナイト遊覧なども
企画されています。

ウルトラマラソン

今年で4回目の開
催を終え、島を上げ
てのイベントとして
定着してきました。
沿道の応援がラン
ナーから好評です。

隠
岐
の
さ
ま
ざ
ま

�
年
�
生
�
�
�
�
�

産業新

緑のコンビナート構想

島内に豊富に存在する木材や海藻
などの資源を利用し、木質バイオマ
スを生産する取り組みが行われてい
ます。事業が実現化すれば里山里海
の保全にも役立ちます。

隠岐松葉ガニ

特産品を目指した産物のブランド化。隠岐を
代表する冬の味覚「隠岐松葉ガニ」の命名は注目
を集めました。

藻塩米

島で作られる藻塩
を散布し収穫する藻塩
米は隠岐ブランドのコ
メとして定着してきま
した。

合
併
�
�
�
年
�
間
�
隠
岐
�
島
町
�

�
�様
�
�
取
�
組
�
�
生
�
�
�
�
�
�
�

�
�
中
�
一
部
�
�
紹
介
�
�
�
�
�
�

デ
ー
タ
で
見
る
合
併
後

合
併
直
後
�
比
�
千
五
百
人
余

�
�
人
口
減
�
�
�
�
�
�
�

平
成
16
年10

月
�
日

隠
岐
の
島
町　
１
７
，
６
１
３
人

　
西
郷
地
区　
１
２
，
８
１
８
人

　
布
施
地
区　
　

       

５
０
３
人

　
五
箇
地
区　
　
２
，
１
６
１
人

　
都
万
地
区　
　
２
，
１
３
１
人

平
成
21
年10

月
末  

隠
岐
の
島
町　
１
６
，
０
７
１
人

　
西
郷
地
区　
１
１
，
７
１
１
人

　
布
施
地
区　
　
　

   

４
３
７
人

　
五
箇
地
区　
　
１
，
９
９
９
人

　
都
万
地
区　
　
１
，
９
２
４
人

15
�
余
�
削
減
�
�
財
政
�
�

�
�
化
�
図
�
�
�
�
�
�

平
成
17
年

�
月

一
般
会
計
当
初
予
算

１
５
９
億
２
千
３
百
万
円

平
成
21
年

�
月

一
般
会
計
当
初
予
算

１
３
４
億
５
千
万
円

町
�
借
金
�
�
�
他
�
自
治

体
�
比
�
�
�
多
�
�
�
�
�

21
�
余
�
減
少
�
�
�
�
�

平
成
16
年
度
末

３
３
２
億
６
千
万
円

平
成
20
年
度
末

２
６
１
億
６
千
万
円

合
併
後
�
隠
岐
�
島
町
�
一
部
�
指
標
�
�

�
紹
介
�
�
�
�

人
口

予
算

町
債

残
高
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白
しらかわたいせい

川泰聖くん（５年生）
齋
さいとうしょうま

藤匠馬くん（５年生）
中条小学校
蓮華会舞の若きホープ。今年の奉納
では白川君は太平楽、齋藤君は麦焼
の舞を担当した。

Q.隠岐の島町の魅力は

ローソク島など景色がきれいなところ。（白川）御霊
会など祭りが多くあるところ。（齋藤）

Q.今後の抱負

御客さんの前での踊りはまだ恥ずかしいですが、練
習を頑張りたいです。（白川）練習の成果をみんなに見
てもらいたいです。（齋藤）

原
はらだたくと

田拓人さん（３年生）
西郷中学校
今秋までキャプテンで三塁手。今夏
の島根県中学校優勝野球大会では準
優勝するなど活躍するチームをまと
めた。

Q.隠岐の島町の魅力は

離島甲子園で地域の人が一丸となって運営に取り組
むなど団結力があるところだと思います。

Q.今後の抱負

島外に出て野球を続けたいと思っていますが、まず
は受験勉強を頑張ります！

住
民
�
�
�
�
�
�

隠
岐
�
島
町
�想

�

町
内
�
�
�
地
域
�
産
業
�
様
�

�
分
野
�
活
性
化
�
�
�
�
取
�
組

�
�
行
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
合
併
前
�

�
守
�
�
続
�
�
�
�
�
新
�
�
生

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
取
�

組
�
�
�
現
場
�
人
�
�
隠
岐
�
島

町
�
�
思
�
�
�
紹
介
�
�
�
�
�
�

村
むらかみじゅんいち

上淳一さん（２８歳）
下西在住
農業。田んぼ17町分の耕作とブドウ
栽培を45㌃の畑で行う。安心安全
なコメ作りが評価され、今年島根県
から「島の香り、隠岐藻塩米」の認
定を受けた。

Q.町に期待することは

国の政策に基づく施策だけではなく、町独自の施策
で担い手の育成に力を入れてほしいと思います。

Q.今後の抱負

安全安心な食を守ることを念頭に、規模を拡大し、
島の農業を支えていきたいです。

砂
すながわせいいち

川清一さん（５９歳）
蛸木在住
漁業。一本釣り漁で生計を立てる傍
ら、３年前から隠岐海産物加工セン
ターで近海に豊富に生息する海藻
「アカモク」の加工販売に取り組む。

Q.町に期待することは

近年の魚の価格は安定せず、生活設計が難しい。価
格安定に向けた仕組み作りが必要だと感じています。

Q.今後の抱負

「アカモク」をブランドに育て、島の自然を守りながら
安定した収入と雇用を得られる産業に育てていきたいです。

平
ひらたまさのり

田正礼さん（２８歳）
都万在住
愛知県出身。調査研究などで隠岐の
豊かな自然に触れる中で Iターンを
決意。今年11月から隠岐笑店でジ
オパーク関係の仕事に取り組む。

Q.隠岐の島町の魅力は

自然と歴史と人だと思います。特に地質には目を見
張るものがあります。

Q.今後の抱負

島が持つ自然は素晴らしい魅力を秘めています。日
本ジオパークで評価を受けているものは当たり前に島に
あるため、普段気がつきにくいものです。その魅力をわ
かりやすく伝えていきたいと思います。

村
むらかみはるひさ

上明久さん（４１歳）
有木在住
㈱CTU代表取締役。島根県の企業
立地計画認定を受け、コールセン
ターを起業。今年新社屋が完成する。

Q.町に期待することは

有利な助成制度活用を気軽に相談できる窓口設置で
起業はさらに活性化すると思います。

Q.今後の抱負

コールセンター成功の可否は、今後島で起業を考え
ている人に影響を及ぼすと考えています。島のため、責
任を持ち必ず成功させたいです。

門
かどわきだいすけ

脇大輔さん（３年生）
隠岐水産高等学校
生徒会長と「隠岐の海関」の後輩とな
る相撲部主将を務めた。また、牛突き
では綱どり、「全国の豊かな海づくり
大会」では天皇陛下にメッセージを発
表するなど、文武両道の活躍で生徒を
引っ張った。

Q.町に期待すること

子どもからお年寄りまでが住みやすく、みんなが自
慢できる島にしてほしいと思います。

Q.今後の抱負

船乗りになるため進学する専攻科で頑張ります。また、
たくさんの人に島を知ってもらえるよう活動していきます。
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松
まつだしんご

田新吾さん（７２歳）
港町在住
８年にわたり港町自治会長を務め
る。各部に分かれて活発に行われる
自治会活動を支える。なかでも月２
回１５年にわたり実施する「元気で
長生き」のための活動は県表彰を受
けている。

Q.町に期待することは

隠岐の島町も高齢化を迎えます。島全体が助け合え
る介護施設のような町になればいいなと思います。

Q.今後の抱負

伝統の行事を毎年守り続け、地域がつながっていく
ように頑張ります。

田
たなかいとしかつ

中井敏勝さん（７１歳）
山田在住
山田区長。幸の島協議会会長。農村
環境改善センターを拠点に、生ごみ
のたい肥化と地元野菜・加工品の産
直市など地域資源の活用に取り組む。

Q.町に期待することは

合併5周年を節目にして、島に備わる魅力の原点に
光を注いでいただきたいと思います。

Q.今後の抱負

「生産なくして繁栄なし、集落の元気なくして繁栄な
し」を合言葉に生産と生き方に対する誇りを示していき
たいです。

森
もりかわ

川　充
たかし
さん（７１歳）

都万在住
神奈川県から10年前に Iターン。中
里区長を務め２期３年目。それ以前
も公民館分館長を２期４年務めるな
ど、地区役を積極的に引き受け、活
動に取り組む。

Q.町に期待することは

Iターンを決意したのは、旧都万村の医療・福祉体制
が優れていたからです。今後もサービスの充実に力を注
いでいただきたいと思います。

Q.今後の抱負

高齢化が進み、地区イベントの実施も難しくなっていま
すが、地域に根差した活動を続けていきたいと思います。

出
でがわひろやす

川博康さん（７２歳）
布施在住
布施自治会長。町村合併後の布施地
区の代表として学校統廃合問題を始
めとしたさまざまな課題の最前線で
活動する。

Q.町に期待することは

「＠歩夢（あっとふーむ）」などの地区の住民が一緒
に取り組み、つながっていく活動をこれからも支援して
いただきたいと思います。

Q.今後の抱負

地域が元気になるには「絆
きずな

」が必要だと感じていま
す。伝統文化などを中心に一丸となって物事に取り組み、
「絆」強めていこうと考えています。

隠
岐
�
島
町
長
�
隠
岐
�
島
町
議
会
議
長
�
�
�
�
�

�
町
村
合
併
五
周
年
�
迎
�
�
�

自
立
型
経
済
�
確
立
�
新
産
業
�
雇

用
�
創
出
�
全
力

合
併
五
周
年
を
記
念
し
て
、
こ
の
た
び

７
名
の
皆
様
を
名
誉
町
民
に
選
定
・
顕
彰
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
推

挙
賜
っ
た
ご
先
達
は
、
郷
土
の
発
展
の
礎
を

築
か
れ
た
方
、
あ
る
い
は
各
分
野
で
、
広
く

全
国
で
ご
活
躍
な
さ
れ
た
方
で
す
。

ま
た
、
功
労
者
表
彰
で
も
、
各
分
野
で

ご
活
躍
さ
れ
た
延
べ
３
２
１
名
の
皆
様
を
顕

彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
住
�
�
�
�
�
�
�
�
実
感
�
�

�
�
�
�
�
�
�
実
現

新
町
が
誕
生
し
て
、
早
や
５
年
が
経
過

い
た
し
ま
し
た
。

財
政
状
況
な
ど
は
幾
分
か
改
善
の
兆
し

が
見
え
た
も
の
の
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

節
目
の
年
を
迎
え
て
、
制
定
さ
れ
た
町

花
「
隠
岐
し
ゃ
く
な
げ
」
と
町
木
「
杉
」
に

つ
い
て
は
、
今
後
隠
岐
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

広
く
町
民
の
皆
様
方
に
愛
さ
れ
る
こ
と
を
強

く
念
願
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
５
年
間
、「
自
主
自
立
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
、
新
し
い
ま
ち
の
基

礎
作
り
に
努
め
、
財
政
状
況
も
改
善
に
向
か

い
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
我
が
国
は
急

激
な
税
収
の
落
ち
込
み
が
予
想
さ
れ
、
町
に

与
え
る
影
響
が
大
変
心
配
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
「
一
次
産
業
の
振
興
」
に
よ
る

自
立
型
経
済
を
確
立
と
、
新
し
い
産
業
の
創

出
、
そ
れ
を
支
え
る
若
い
世
代
の
雇
用
と
定

住
の
確
保
に
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
離
島
と
い
う
恵
ま
れ
な
い
環
境

の
中
で
、
生
活
に
密
着
し
た
航
路
・
空
路
の

充
実
、
医
療
体
制
の
強
化
な
ど
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
町
民
の
皆

様
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
、
今
ま
で
に
培
っ

て
き
た
貴
重
な
文
化
や
歴
史
な
ど
、
地
域
資

源
を
有
効
活
用
し
、〝
住
ん
で
よ
か
っ
た
〞
と

実
感
で
き
る
魅
力
と
活
力
あ
る
「
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
住
民
の
皆
様
と
心
を
一
つ

に
し
て
、「
隠
岐
の
島
町
」
が
限
り
な
い
発

展
を
遂
げ
ら
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

隠岐の島町長
松田和久

隠岐の島町議会議長
米澤壽重
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完成を祝い油井で祝賀行事
豪雨災害復旧事業竣工記念式

10/10

平成１９年８月の豪雨は、本町に大きな被害をもたらしま

した。県や町では、崩壊した道路・河川等の復旧や被害防止

のための事業に取り組み、２年余りでほぼ完了したことから、

油井地区で竣工記念式を開催。地域の方や関係者が、完成を

祝いました。（※工事は、県・町合わせ５５１箇所で、総工費

約６８億円）

伝統を守り次世代へ
代神楽

10/17

島後の神楽は、全盛期の江戸時代には 15以上の社家
（神楽を本業とする家）があり、神社の祭りや豊作・大漁
祈願、雨ごいなど、年間を通し多くの場面で行われてい
ました。
近隣の久見神楽をルーツとする代神楽（隔年開催）が、

１０月１７日（土）、代の北谷神社で夜半過ぎまでおごそ
かに舞われました。

島の伝説や昔ばなしを楽しむ
おき民話の会「語りの集い」

10/10

隠岐の伝説・昔話を楽しもうと、おき民話の

会（会長：吉田光秋さん）による「語りの集い」

が、中町の「ひまつぶし処」で行われました。

民話の会の会員により情緒たっぷりに語ら

れる「あごなし地蔵」や「蟹淵（かにぶち）

の主」などの話を、集まった約３０人が堪能

していました。

都万保育所の子どもたちが元気な踊りを披露（中橋前で）

後世に民話を残そうと活動する「おき民話の会」

コハクチョウ飛来 五箇温泉付近に飛来した５羽のコハクチョウ。 シベリア方面から

宍道湖・中海方面へ向かう途中で立ち寄ったものと思われます。

（10 月 12 日撮影）
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悠久の歴史絵巻の世界
隠岐武良祭風流

10/19

隠岐３大祭のひとつ『隠岐武良祭風流（おきむらまつりふりゅう）』が、10 月

19日（月）、中村の祭場を中心に行われました。

かわいい土俵入り
一夜嶽（いちやがだけ）牛突き大会10/13

１０月１３日（火）、隠岐牛
突きの千秋楽となる「一夜嶽
牛突き大会」が、北方（きた
がた）の「一夜嶽神社」で行
われました。
今年は、開会行事として、

ごか保育園児による土俵入り
などのパフォーマンスが披露
され、伝統の一戦に花を添え
ました。

１０月２５日（日）、町ふれあいセンターで開催された

「隠岐の島町合併５周年記念表彰式」において、７名の方

に隠岐の島町名誉町民の称号が授与されました。授与さ

れたのは、旧町村時代に選定、顕彰されていた６名の方々

と、京都の教王護国寺（東寺）長者砂原秀遍氏。（名誉町

民についての詳細は特集記事（P3）をご覧下さい。）

青パト 発進！
都万子ども見まみり隊

10/19

地域の子どもたちの安全を守ろ
うと発足した「都万こども見守り
隊」。１０月１９日（月）、その出発
式が行われ、都万保育所の園児た
ちから青パト隊の隊員にパトロー
ル車に装着するステッカーが手渡
されました。

学んで食べてみよう
ベニズワイガニ調理体験
隠岐近海で獲れるベニズワイ

ガニについて子どもたちに知って
もらおうと、隠岐地域漁業振興協
議会などにより企画された調理教
室。会場となった有木小学校の５・
６年生が煮ガニ、揚げガニに挑戦
しました。

10/15

隠岐民謡の真髄
ベテラン・若手の競演

「守ってほしい隠岐の民謡を永久
に！」と題した民謡コンサートが、
隠岐島文化会館で行われ、地元演奏
家とゲストの演奏を約５００人の観
客が楽しみました。ベテランと若手、
それぞれに見事な演奏で、大いに盛
り上がりました。

10/3

収穫 10 月 13 日撮影

有木小学校児童が春に植えた稲の収穫を行いました。

名誉町民の称号授与
隠岐の島町合併５周年記念表彰式

10/25

浦安舞

神相撲陰陽胴打ち

隠岐への思いなどを語る砂原秀遍氏
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世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
て

隠
岐
地
域

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
決
定
！

10
月
28
日
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
が
開

か
れ
、
隠
岐
地
域
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
！ 

今
回
の
認
定
は
、
隠
岐
が
大
陸
で
あ
っ
た
時

代
か
ら
の
地
質
の
変
化
を
観
察
で
き
る
こ
と
や
、

北
方
系
・
南
方
系
・
高
山
性
な
ど
の
多
様
な
植

物
が
混
在
す
る
こ
と
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
な
ど
に
関

し
て
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
な
ど

が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
か
ら
の
決
定

の
電
話
を
、
藤
田
勲
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
代
表
理
事
（
隠
岐
の
島
町
教
育

委
員
会
教
育
長
）
が
受
け
、
事
務
局
で
あ

る
隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
で
は
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
一
つ
私
た
ち
の
隠
岐
の
す
ば
ら

し
さ
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
の
隠
岐
に
は
宝
が
あ
り
ま
す
。
今

後
は
、
世
界
へ
向
け
て
こ
の
島
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！！

�
隠
岐
�
�
�
�
�
推
進
協
議
会
事
務
局

�
隠
岐
�
島
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
�

電
話
�
�
�
�
�
�

既
に
新
聞
、
テ
レ
ビ
の
報
道
で
ご
存
知

の
と
お
り
、
10
月
28
日
、
隠
岐
諸
島
全
域

が
、地
質
・
地
形
や
動
植
物
の
生
態
系
な
ど
、

学
術
的
に
高
い
評
価
を
受
け
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
は
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け

て
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

隠
岐
�
島
町
屋
内
温
水
�
�
�

�
島
民
�
�
�
�
�
�
健
康
�
支
�
�

�
�
�
�
�
�
�
施
設
�
�
�
�
�
�

「
食
欲
の
秋
」「
読
書
の
秋
」「
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
」
と
は
言
い
ま
す
が
、「
食
欲
」

ば
か
り
が
勝
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

近
年
、
生
活
習
慣
病
（
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ロ
ド
ー
ム　

以
下
略
メ
タ
ボ
）

が
注
目
さ
れ
る
な
か
、
ま
だ
ま
だ
み
な

さ
ん
の
関
心
は
低
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
メ
タ
ボ
と
は
内
臓
脂
肪
症

候
群
と
も
い
い
、
内
臓
肥
満
に
軽
度
の

高
血
糖
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
を
疑
い

ま
す
。
さ
ら
に
動
脈
硬
化
も
進
み
、
心

臓
病
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な
ど
の
進
行

の
危
険
性
が
極
め
て
高
く
な
り
ま
す
。

メ
タ
ボ
の
治
療
法
は
、
大
き
く
食
事

療
法
と
運
動
療
法
が
あ
り
ま
す
が
、
屋

内
温
水
プ
ー
ル
で
は
み
な
さ
ん
の
運
動

療
法
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

館
内
は
２
階
建
て
に
な
っ
て
お
り
、
１

階
は
温
水
プ
ー
ル
（
平
均
水
温
31.

５
度
）、

２
階
は
ス
タ
ジ
オ
、
ジ
ム
マ
シ
ン
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
が
完
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
快
適
な
環
境
（
室
内
）
で
体
脂
肪
燃

焼
運
動
が
で
き
、
ス
ト
レ
ス
発
散
効
果
も

期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
年
齢
層
の
幅
も
広
く
、
生
後
６
カ

月
〜
高
齢
者
と
老
若
男
女
の
方
々
が
利
用

で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
教
室
（
水
中
歩
行
・

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
・
健
康
体
操
・
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
ス
イ
ミ
ン
グ
な
ど
）
も

行
っ
て
い
ま
す
。

運
動
不
足
の
方
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
い
る
方
、
泳
ぎ
を
覚
え
た
い
方
、

術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
、
筋
力
・
体
力
増
進
を

目
指
す
方
、
ぜ
ひ
一
度
当
施
設
に
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
感
覚
を
体
験
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
館
、
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。●隠岐の島町屋内温水プール

　開館時間 ： 10 時～ 21 時半

（日曜は 20 時まで）

休館 ：毎週火曜　電話２ - ７ １ １ ７

隠岐ジオパーク

　　推進協議会

　　　　代表理事

　　　　　　　　藤田　勲

植物の多様性が評価されている

大満寺山系の乳房杉
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隠岐の島町図書館
電話 08512-2-2341 ＦＡＸ 08512-2-9198
●開館時間 10時～ 18時 ●閉館日 (月曜日・第3日曜日・祝日)
※祝日が月曜、第 3日曜と重なった場合は翌日も閉館

開館１０周年…入館６０万人超！

昭和 29 年、町内の民家を利用した公民館の中に
図書室が置かれたことに始まり、昭和 59 年隠岐島文
化会館竣工にあたり充実した図書室が開設されまし
た。そして平成 11 年に隠岐の島町図書館として現在
の場所に建てられてから、今年の 7月でちょうど 10
年を迎えました。
現在は約 71,000 冊（雑誌除

く）の本を備え、入館者数は
開館以来述べ 60 万人を、貸出
冊数は 80 万冊を超えました。
これからも町民の皆様の生

活に寄り添い、より利用して
いただける図書館を目指し職
員一同努力してまいりますの
で、ご指導くださいますよう
よろしくお願いします。

今月のおすすめ本

今月のおすすめは最近入った観光・島おこしの本で
す。ぜひご覧になってください。

『島旅宣言』
旅の販促研究所編／教育評論社
島旅の面白さを広めよう！と、島
のことを紹介しています。観光客へ
のアンケートで、隠岐の島は文化・
観光の項目でベスト10に入っていま
す。他の島との比較もできますので、
島おこしの参考にぜひ。

『農商工連携の地域ブランド戦略』
関満博・松永桂子／新評論
中山間地域で行われている農産物

直売所から農村レストラン・観光農園
などの｢農｣と｢食｣に関わる地域活
性化の取り組みを紹介しています。

ほかにもこんな本が入っています
『地域再生の仕掛人　観光カリスマ100選』
市原実／日本文芸社

『デジタル女将修行中』
平山佐知子／講談社

私
た
ち
の
学
校　

西
郷
中
学
校

僕
た
ち
の
西
郷
中
学
校
は
、
み
ん
な
元
気

に
一
つ
に
な
っ
て
物
事
に
取
り
組
め
る
よ
う

な
本
当
に
良
い
学
校
だ
と
思
い
ま
す
。

中
で
も
、
今
年
の
体
育
祭
は
、
素
晴
ら
し

い
応
援
合
戦
を
創
り
あ
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

ど
の
競
技
も
真
剣
勝
負
で
最
後
ま
で
目
が
離

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
は
全
員

で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
全
校
の
心
が

一
つ
に
な
り
、
一
生
思
い
出
に
残
る
体
育
祭

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
素
敵
な
体
育
祭
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
３
年
生
だ
け
の
力
で
は
な

く
、
先
生
達
が
協
力
し
て
く
れ
た
お
か
げ
だ

と
思
い
ま
す
。
中
に
は
厳
し
い
先
生
も
い
る

け
ど
、
僕
た
ち
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
な
が

ら
接
し
て
く
れ
る
先
生
達
の
お
か
け
で
み
ん

な
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
れ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
放
課
後
僕
た
ち
は
毎
日
５
分
間
走

を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
、「
昨
日
の
自
分

よ
り
も
一
歩
で
も
前
に
行
く
」
と
い
う
た
だ

そ
れ
だ
け
を
目
標
に
必
死
に
走
っ
て
い
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
一
人
ひ
と
り
が
そ
う
い
う
こ
と

を
思
い
、
毎
日
継
続
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
強

い
団
結
力
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
先
輩
の
生
徒
会
長
が
言
っ
て

い
た
「
勝
っ
て
驚
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
負

け
て
も
驚
か
れ
る
学
校
に
な
る
。」
た
め
に
全

員
で
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
郷
中
学
校
生
徒
会
長

黒
田
康
将
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農
地
制
度
が

変
わ
り
ま
す
！ 
第
�
回

農
地
制
度
が

変
わ
り
ま
す
！ 
第
�
回

農
地
制
度
が

変
わ
り
ま
す
！ 
第
�
回

�
農
地
法
等
�
改
正
�
�
�
�
�

�
農
地
�
相
続
等
�
届
出
制
度
�
創
設

（
改
正
農
地
法
第
３
条
の
３
、
第
69
条
）

◇
現
在
、「
相
続
」「
時
効
取
得
（
※
注
１
）」

に
よ
り
農
地
を
取
得
す
る
場
合
は
、
農
地
法

の
許
可
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
地
法
の

改
正
後
は
、
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

◇
農
業
委
員
会
は
、
届
出
の
あ
っ
た
農
地
が

耕
作
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
場
合
は
、
そ

の
農
地
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
利
用
さ
れ
る

よ
う
、
あ
っ
せ
ん
等
を
行
い
ま
す
。

※
注
１
「
時
効
取
得
」
と
は･･･

民
法
で
は
、

他
人
の
物
ま
た
は
財
産
権
を
一
定
期
間
継
続

し
て
占
有
ま
た
は
準
占
有
す
る
者
に
、
そ
の

権
利
を
与
え
る
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

�
農
地
転
用
（
※
注
２
）
規
制
�
厳
格
化

（
改
正
農
地
法
第
51
条
第
３
項
、
第
64
条
、
第

67
条
）

◇
違
反
転
用
等
に
対
す
る
処
分
・
罰
則
が
強

化
さ
れ
ま
す
。

違
反
転
用
・
違
反
転
用
に
お
け
る
原
状

回
復
命
令
違
反
…
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
（
法
人
は
１
億
円

以
下
の
罰
金
）

◇
現
在
、
違
反
転
用
を
行
っ
た
者
に
対
し
原
状

回
復
命
令
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
農

地
法
の
改
正
後
は
、
更
に
、
そ
の
命
令
に
従

わ
な
い
、
ま
た
は
、
従
う
見
込
み
が
無
い
場

合
は
、行
政
代
執
行
制
度
（
※
注
３
）
に
よ
り
、

原
状
回
復
等
の
措
置
を
行
い
そ
れ
に
要
し
た

費
用
を
違
反
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

※
注
２
「
農
地
転
用
」
と
は
…
農
地
を
農
地

以
外
の
物
に
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

※
注
３
「
行
政
代
執
行
制
度
」
と
は
…
行
政

上
の
強
制
執
行
の
一
種
で
、
義
務
者
が
行
政

上
の
義
務
を
行
わ
な
い
場
合
に
、
行
政
機
関

が
自
ら
義
務
者
の
な
す
べ
き
行
為
を
し
、
そ

の
費
用
を
義
務
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
で
す
。

�
優
良
農
地
�
確
保
�
農
用
地
区
域
�
�
�

除
外
�
厳
格
化

（
改
正
農
振
法
第
13
条
第
２
項
）

◇
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
農

振
法
）
の
改
正
に
よ
り
、
農
用
地
区
域
（
※

注
４
）
か
ら
の
除
外
に
つ
い
て
は
、
担
い
手

へ
の
利
用
集
積
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
は
、
除
外
を
行
う
こ
と
が
出
来

な
く
な
り
ま
す
。

※
注
４
「
農
用
地
区
域
」
と
は
…
町
が
策
定

す
る
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
中
で
、
概

ね
10
年
先
を
見
越
し
て
農
用
地
と
し
て
利
用
、

保
全
す
べ
き
土
地
と
し
て
設
定
さ
れ
た
農
地

で
す
。

�
�
問
�
合
�
�

隠
岐
の
島
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
隠
岐
の
島

町
役
場
農
林
水
産
課
内
）
電
話 

２
‐
８
５
６
３

（
課
直
通
） Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
‐
２
４
６
０

Ｅ
メ
ー
ル

nourin@
tow
n.okinoshim

a.shim
ane.jp

昼
間
の
お
仕
事
な
ど
で
時
間
内
に
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
次

の
と
お
り
夕
方
の
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
の

で
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
受
付
日
時
…
毎
月
15
日
と
末
日
の
午
後
７

時
ま
で
。（
そ
の
日
が
土
・
日
・
祝
祭
日
、
休

日
の
場
合
は
翌
日
に
行
い
ま
す
。）

■
受
付
場
所
…
役
場
本
庁
の
税
務
課
窓
口

■
受
付
内
容
…
隠
岐
の
島
町
に
納
め
て
い
た

だ
く
税
・
料
金
な
ら
何
で
も
取
り
扱
い
ま
す
。

納
付
に
関
す
る
ご
相
談
も
受
付
け
ま
す
。

■
実
施
期
間
…
平
成
22
年
３
月
ま
で
（
試
行

期
間
）

�
�
問
�
合
�
�

隠
岐
の
島
町
役
場
税
務
課
納
税
推
進
室 

納

税
推
進
係　

電
話
２―

８
５
７
４

シリーズ

夜
間
�
納
付
窓
口
�
試
行
中
�
�
�

�
毎
月
15
日
�
末
日
�
午
後
7
時
�
�
�

隠
岐
�
島
町
行
財
政
改
革
�
推
進

�
関
�
�
答
申
�
行
�
�
�
�
�

隠
岐
の
島
町
行
財
政
改
革
に
関
す
る
答
申

書
が
、
10
月
９
日
（
金
）
行
財
政
改
革
推
進

審
議
会
の
佐
々
木
眞
憲
会
長
、
角
脇
一
夫
副

会
長
か
ら
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
は
平
成
21
年
６
月
17
日
に
町
長
よ

り
、
隠
岐
の
島
町
が
取
り
組
む
べ
き
行
財
政

改
革
の
あ
り
方
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
、
以

来
五
回
に
わ
た
り
様
々
な
視
点
か
ら
審
議
を

お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
町
長
を
本
部
長
と
す
る
「
行
財
政

改
革
推
進
本
部
会
」
に
お
い
て
、
こ
の
答
申

内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
第
二
次
行
財
政
改
革

大
綱
の
策
定
に
向
け
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

�
今
回
提
出
�
�
�
�
隠
岐
�
島
町
行
財
政

改
革
�
推
進
�
関
�
�
答
申
書
�
�
�
役
場
本

庁
�
企
画
財
政
課
�
�
各
支
所
及
�
町
�
�
�

�
�
�
�
�
�
覧
�
�
�
�
�
�

夜
間
�
納
付
窓
口
�
試
行
中
�
�
�

�
毎
月
15
日
�
末
日
�
午
後
7
時
�
�
�

夜
間
�
納
付
窓
口
�
試
行
中
�
�
�

�
毎
月
15
日
�
末
日
�
午
後
7
時
�
�
�

隠
岐
�
島
町
行
財
政
改
革
�
推
進

�
関
�
�
答
申
�
行
�
�
�
�
�

隠
岐
�
島
町
行
財
政
改
革
�
推
進

�
関
�
�
答
申
�
行
�
�
�
�
�
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しごとの現場
奥
津
戸
�
静
�
�
入
�
江
�
佇
�
隠
岐
�
島
町

水
産
種
苗
�
�
�
�
�

�
�
�
�
隠
岐
�
島
町
沿
岸
�
放
流
�
�
�
�

�
�
�
�
�
岩
�
�
等
�
孵
化
�
飼
育
�
行
�
施

設
�
�
�
年
間
20
万
個
�
�
�
�
�
稚
貝
�
放
流

�
行
�
�
�
�
隠
岐
�
水
産
業
�
縁
�
下
�
支
�

�
�
�
施
設
�
働
�
二
人
�
訪
�
�
�
�
�

波
乱
万
丈
�
船
出

数
多
く
の
ア
ワ
ビ
の
稚
貝
や
ワ
カ
メ
の
培

養
等
を
行
う
当
施
設
に
働
く
吉
田
伸
さ
ん
と

立
川
昌
裕
さ
ん
。

平
成
元
年
の
稼
動
開
始
時
か
ら
関
わ
っ
て

き
た
吉
田
さ
ん
は
、
当
時
を
こ
う
振
り
返
り

ま
す
。「
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
ス
タ
ー

ト
し
た
初
年
度
は
、
施
設
が
新
し
く
、
水
槽・

パ
イ
プ
等
か
ら
出
た
ア
ク
の
た
め
に
、
飼
育

し
た
ア
ワ
ビ
が
ほ
ぼ
全
滅
、
３
万
個
し
か
出

荷
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
35
歳
の
私
は
、

シ
ョ
ッ
ク
で
夜
も
眠
れ
な
い
日
が
続
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
一
発
奮

起
、
反
省
点
を
踏
ま
え
て
研
究
を
重
ね
、
翌

平
成
２
年
度
に
は
、
18
万
個
を
出
荷
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。」

出
荷
し
た
稚
貝
等
は
、
町
沿
岸
の
禁
猟
区

内
に
放
流
さ
れ
、
成
長
し
ま
す
。

�
�
�
日
休
�
�
�

生
き
物
を
相
手
に
す
る
こ
の
施
設
は
、
開

所
時
か
ら
21
年
間
、
止
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。

最
も
気
を
つ
か
う
こ
と
は
、
海
水
の
質
だ
そ

う
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
海
水
を
送
る
ポ
ン

プ
と
エ
ア
ー
が
３
６
５
日
止
ま
ら
な
い
こ
と
が

最
低
条
件
。
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
現
在
２
人
の
職
員
で
対
応
す
る
た
め
、

休
み
も
ま
ま
な
ら
い
様
子
。
し
か
し
、「
育
っ

て
い
く
の
を
見
る
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
。」

と
い
う
お
二
人
は
、「
苦
し
く
て
も
こ
の
仕
事

が
好
き
。」
と
口
を
揃
え
ま
す
。

命
を
預
か
る
と
い
う
責
任
感
が
、
隠
岐
の

海
を
豊
か
に
育
む
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●写真説明　　①ワカメの培養作業　②センター全景　

③アワビの採苗　④アワビの母貝　⑤子どもたちの体験

学習の場を提供 （アワビの稚貝を説明）

隠岐の島町水産種苗センター （津戸）
昭和 63 年建設 （平成元年稼動）

〔主な業務〕 アワビ ・ 岩ガキ ・ ワカメの種苗生産　等

電話 08512-6-2321

�
写
真
右
�
�

   

吉
田
伸
�
�
�
立
川
昌
裕
�
�

�
水
産
資
源
�
育
�

島
隠
岐
�
島
町
水
産
種
苗
�
�
�
�

吉
田 

伸�
� 

�
�

立
川 

昌�
�
�
�裕 

�
�

1

23

4

5
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平
成
21
年
秋
の
叙
勲

本
町
か
ら
２
名
の
方
が
受
章

�
地
方
自
治
�
発
展
�
貢
献

昭
和
26
年
12
月
、
西
郷
町
職
員
と
し
て
勤

務
以
来
、
約
27
年
の
間
、
総
務
課
長
他
の
要

職
を
歴
任
。
ま
た
、
昭
和
54
年
５
月
か
ら
昭

和
56
年
３
月
ま
で
西
郷
町
収
入
役
を
勤
め
、

さ
ら
に
昭
和
56
年
４
月
か
ら
12
年
間
、
西
郷

町
助
役
と
し
て
、
豊
富
な
経
験
と
見
識
に
よ

り
円
滑
に
行
政
を
推
進
し
、
町
政
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

�
地
域
消
防
�
発
展
�
貢
献

昭
和
38
年
４
月
、
都
万
村
消
防
団
に
入
団

以
来
、
44
年
余
り
に
わ
た
り
、
消
防
の
陣
頭

隠岐の島町“ＮＯ”レジ袋デー
「イメージキャラクター」選考結果発表

戸
籍
コ
ー
ナ
ー

ご
誕
生

（
氏 

名
）  

（
地
区
） 

（
保
護
者
）

高
梨   

陽は
る 

栄
町 

高
梨 

美
和

ご
結
婚

（
氏 

名
）  

（
地
区
）

夫 

川
畑 

進
也 

岬
町

妻 

吉
田 

裕
子 

東
郷

お
く
や
み

（
氏 

名
） 

（
地
区
） 

（
年
齢
）

濱
崎 

福
男 

久
見 

80
歳

宮
川 

ミ
ヨ
ノ 

中
町 

88
歳

阿
部 

頼
子 

栄
町 

92
歳

（
敬
称
略
）

※
10
月
31
日
ま
で
の
申
込
み
受
付
分

に
立
っ
て
活
躍
。
平
成
９
年
１
月
か
ら
平
成

16
年
９
月
ま
で
都
万
村
消
防
団
副
団
長
を
、

平
成
16
年
10
月
か
ら
平
成
20
年
６
月
ま
で
隠

岐
の
島
町
消
防
団
副
団
長
を
務
め
る
な
ど
、

消
防
精
神
を
深
く
認
識
し
、
町
の
安
全
を
守

る
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〜
ふ
る
さ
と
隠
岐
の
島
応
援
寄
附

に
係
る
寄
附
採
納
状
況
〜

「隠岐の島町ノーレジ袋デー」をアピールするイメー
ジキャラクターの募集を行い、たくさんのご応募をい
ただきました。
選考の結果、次の作品が入賞しましたのでご紹介し

ます。最優秀作品は、「レジ袋削減」の普及啓発のため、
町が作製するマイバッグやチラシ等に活用していきま
す。（環境課　電話 2-8565）

○最優秀賞「サザエぼうや」
埼玉県加須市　藤原正宜さん

○優秀賞「マイ＆バッグン」
隠岐の島町岬　竹本里美さん

○優秀賞「エココロちゃん」
隠岐の島町湊　西岡咲歩さん

（作品の意図、解説） 
隠岐の天然のサザエがモデ
ルです。殻いっぱいの買い
物をしてきました。

寄
附
累
計
金
額
�
�
�
�
�
�
�
�
�
円

（
平
成
21
年
９
月
末
日
現
在
）

・
青
少
年
教
育
又
は
地
域
文
化
の
振
興
に
資
す

る
事
業
（
５
，
２
５
０
，
０
０
０
円
）

・
医
療
又
は
保
健
・
福
祉
の
充
実
に
資
す
る
事

業
（
７
９
６
，
２
５
０
円
）

・
竹
島
の
領
土
権
の
確
立
に
資
す
る
事
業

（
３
０
，
０
０
０
円
）

・
自
然
環
境
の
保
存
・
整
備
に
資
す
る
事
業

（
３
８
５
，
０
０
０
円
）

・
複
数
の
事
業
指
定
（
２
５
，
０
０
０
円
）

・
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

（
３
８
０
，
０
０
０
円
）

前
回
�
紹
介
�
後
�
�
寄
付
�
�
�
�
�
方 

（
28
名
様
）

中
西
一
樹 

様
（
境
港
市
）、
藤
岡
章
子 

様
（
大

阪
市
）、
寺
岡
芳
明 

様
（
豊
中
市
）、
齋
藤
一
八 

様
（
姫
路
市
）、
浜
本
治
正 

様
（
八
王
子
市
）、

福
浦
虎
雄 

様
（
横
浜
市
）、
佐
野
輝
利 

様
（
東

京
都
国
分
寺
市
）、
松
林
久
行 

様
（
東
京
都
世
田

谷
区
）、
河
瀬 

直 

様
（
東
京
都
大
田
区
）、
㈲
徳

永
運
送 

様
（
境
港
市
）、
田
中
千
晶 

様
（
市
川

市
）、
小
川
愛
美 

様
（
東
京
都
豊
島
区
）、
吉
田

圭
子 

様
（
西
宮
市
）、
渡
邉
敬
之 

様
（
篠
山
市
）、

松
崎
克
己 

様
（
京
都
市
）、
野
津
恵
二 

様
（
横

浜
市
）、
河
内
由
美 

様
（
東
京
都
世
田
谷
区
）、

※
氏
名　

の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
11
名
様

い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金
は
、「
隠
岐
の
島
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
」
に
積
み
立
て
、
各
種
事
業
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
町

で
は
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
み
な
さ
ま
か
ら
の
寄
附

金
を
引
き
続
き
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
支

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�
�
問
�
合
�
��

隠
岐
�
島
町
役
場
企
画
財
政
課

�

電
話 

�―

�
�
�
�

瑞宝双光章

元西郷町助役

村
む ら た よ し ろ う

田義郎 さん

（有木在住）

瑞宝単光章

元隠岐の島町
消防団副団長

松
ま つ い か つ と も

井勝朋  さん

（蛸木在住）
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地産地消でおいしいお米を食べましょう !

こめや米穀店 2-0900

隠岐の島町有木山崎 18  代　表 繁浪只男  ＦＡＸ 2-0903

有木山崎

新米 5kg…2,300円
10kg…4,500円
15kg…6,500円

米作りの上手な優良農家から直接仕入れました。この時期だ
からこそ、お届けできる美味しいお米です。数量にも限りが
ありますので是非、召し上がってみて下さい！

隠岐の島町内ならどこでも無料配達致します。お米の地方配送も
承ります（箱代サービス）。御注文、お問合せお待ちしております。

期間限定米期間限定米

お問い合わせは　　　2-0220
隠岐の島町原田1501-4

冬モデル続々登場！
新規・機種変更でスクラッチ宝くじプレゼント !

隠岐

お問い合わせは　　　2-0220 営業時間 9:00～ 19:00まで 定休日なし

詳しくは、11月中旬の新聞折り込みチラシをご覧ください。
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1日 火 人権相談 13:00 ～ 15:00 （老人福祉セン
ター）

2日 水
3 日 木
4 日 金 人権相談 10:00～12:00（中里集会所）

5 日 土
6 日 日
7 日 月 人権相談 13:00 ～ 15:00 （布施支所） 図書館

休館日

8 日 火 年金相談 13:00～16:00 （ふれあいセンター） 
人権相談 13:00 ～15:00（五箇支所分庁舎）

9 日 水 年金相談 9:30～12:00 （ふれあいセンター） 人
権相談 13:00～16:00（文化会館）

10 日 木
11 日 金
12 日 土
13 日 日
14 日 月 図書館休館日

15 日 火
16 日 水
17 日 木
18 日 金
19 日 土
20 日 日 図書館休館日

21 日 月 図書館休館日

22 日 火 ふれあいコンサート in 都万  （都万中学校体
育館）

23 日 水 天皇誕生日 図書館休館日

24 日 木
25 日 金 隠岐法律相談センター 13:30 ～ （隠岐島文化

会館） ※要予約 予約受付 0852-21-3450　
26 日 土
27 日 日
28 日 月 図書館休館（1月４日まで）

29 日 火 役場閉庁（１月３日まで）

30 日 水
31 日 木 大みそか

▼
干
し
柿
と
鯵
（
あ
じ
）
の
干
物
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
今
ま
で
な
に
げ
な

く
食
べ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
自
分
で
作
っ

て
み
る
と
手
間
が
か
か
る
も
の
だ
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

と
に
か
く
、
と
る
か
ら
シ
ゴ
を
す
る
行

程
で
の
渋
や
に
お
い
、
包
丁
と
の
格
闘
が

延
々
と
続
き
、
よ
う
や
く
干
す
こ
と
が
で
き

た
後
も
、
雨
に
あ
た
ら
な
い
よ
う
に
気
を
も

む
時
間
が
続
き
ま
し
た
。
が
、
自
然
の
も
の

を
一
心
不
乱
に
シ
ゴ
し
、
過
ご
す
時
間
は
不

思
議
と
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。（
S
）

▼
先
日
、
押
入
れ
を
片
づ
け
た
際
に
、

十
数
年
前
に
半
年
だ
け
つ
け
て
い
た
日
記

帳
が
出
て
き
ま
し
た
。
適
当
に
走
り
書
き
し

た
雑
記
帳
み
た
い
な
も
の
で
す
が
、
当
時

の
記
憶
が
蘇
り
、
こ
れ
が
以
外
に
面
白
い
？

も
の
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
主
流
で
ペ
ン
を
持
つ
機
会
が

極
端
に
減
り
、
字
は
読
め
て
も
書
け
な
い
自

分
に
唖
然
と
す
る
こ
と
が
多
い
昨
今
、
書
店

に
並
ん
だ
日
記
帳
を
見
る
に
つ
け
、
来
年
こ

そ
は
つ
け
て
み
よ
う
と
思
案
す
る
訳
で
す

が
・
・
・
。

と
り
あ
え
ず
、
３
年
前
に
購
入
し
、
手

付
か
ず
で
残
り
１
か
月
と
な
っ
た
３
年
日

記
に
筆
を
入
れ
て
み
る
と
し
ま
す
か
。（
Ｎ
）

隠岐の島町行事予定12月

人口と世帯数
平成 21年 11月 1日現在
人 口 16，071（+6）人
男 7，653（+5）人
女 8，418（+1）人
世帯数 7，349（+2) 世帯
※括弧内は前月比

2010
隠
岐
の
島
町

カ
レ
ン
ダ
ー

好評発売中！ 発送料無料で全国へお届け！

●価格／１冊１，０００円（税込）Ｂ３二つ折、全２８ページ
●販売場所／役場観光商工課・各支所・出張所
●お申し込み・お問い合わせ先
役場観光商工課　 電話 ２-８５７５  FAX ２-４９９７
E- メール kankou@town.okinoshima.shimane.jp

各 種相談窓口 お気軽に
ご相談ください！

●発熱相談センター
隠岐保健所
電話 2-9900 平日 9:00～ 17:00

●児童相談・保育所相談
隠岐の島町児童福祉係
電話 2-8577 平日 8:30～ 17:00

●ふくしなんでも相談
隠岐の島町社会福祉協議会　
電話 2-0685 平日 8:30～ 17:00

●生活保護相談・母子相談
隠岐の島町福祉事務所
電話 2-8561　平日 8:30～ 17:00

●島根いのちの電話
社会福祉法人島根いのちの電話事務局
電話 0852-32-5985 毎日 9:00～ 22:00

●警察の相談窓口電話
被害者相談 電話 0120-556-491 
悪質商法  電話 0852-27-4649

●隠岐法律相談センター予約受付
電話 0852-21-3450
※前日17時までに予約がない場合は開催しません。


